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1 はじめに

近年，カンキツ産地において，高品質果実生産を目的としたマルチ栽培の導入面積が年々
拡大している。ここでいうマルチ栽培とは，ポリエチレンなどのプラスチック製のシートで
園地表面の全部または一部を被覆して，降雨の浸透を抑制する栽培法である。夏季の水分ス
トレスにより果実の糖度が向上するというウンシュウミカンの性質を利用したものである。
また，マルチと併せて点滴かん水施肥を行う「マルドリ方式」も普及が進んでいる。
マルチ被覆を行うと，行わない場合に比べて多量の表面流去水が発生する。特に傾斜地で

は，表面流去水が集中して流下する状態になりやすく，災害等の発生要因となる。そのた
め，マルチ被覆を行う場合には，流出状況を的確に予測して，対策を講じる必要がある。
そこで筆者らは，カンキツ園地におけるマルチ敷設後の流出量を予測する手法の検討を

行っている。本報では，現地測定データから評価したピーク流出係数について述べる。
2 測定方法

図 1 測定現地の概要
Outline of the investigation site

測定を行った現地は香川県坂出市
にあるウンシュウミカン園であり，
図 1 に概要を示す。測定は 2006 年 5

月より行っている。マルチは 7 月 21

日に園地全面に敷設して，11月 16日
に撤去（樹の根元へ巻き上げ）した。
測定流域は，取り扱いを簡単にす

るために図 1 に示すような簡略化し
た形状とみなしており，その平均勾
配 θs は 0.249rad（=14.3 度，sin θs “
1{4.06），面積は 443m2 である。
測定地点は図 1 に示すとおりであ

る。雨量測定は，1転倒 0.5mmの転倒
マス型雨量計と，転倒時刻記録型のデータロガーを用いて行った。流量測定は，3インチの
パーシャルフリュームと磁歪式水位計，およびデータロガーを用いて，記録間隔 30秒とし
て行った。
3 測定結果

図 2にマルチ非敷設時と敷設時のそれぞれについて，降雨と流出量の測定データの一例を
示す。マルチの敷設により，流出量が大幅に増大することが確認できる。また，マルチ非敷
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図 2 雨量と流出量の観測値の例
Example data of the rainfall and the discharge

設時，敷設時ともに，流出のピーク遅れは数分程度であることがわかる。
4 ピーク流出係数の評価

いくつかの降雨について，測定データを合理式にあてはめて，ピーク流出係数を算出した。
洪水到達時間は，（1）式に示すKerby（カベイ）の式 1）2）を用いて算出した。Kerbyの式は，

小流域面積の道路や宅地などに適用されるのが一般的である。

t “
"

2
3

ˆ 3.28 L

ˆ
n?
sin θ

˙*0.467

(1)

ここに，t：洪水到達時間（min），L：流域最遠点からの距離（m），θ：流域の勾配（rad）であ
る。また，nは，地覆状態の粗さに依る遅滞係数であり，マルチ非敷設時は「粗草地および
耕地」に相当する 0.20，マルチ敷設時は「不浸透面」に相当する 0.02とした。Lは図 2に示
すとおり 21.6mとして，θ “ θs とした。これらの値を用いて算出した洪水到達時間は，マル
チ非敷設時で 3分 57秒，マルチ敷設時で 1分 21秒であった。
洪水到達時間内の平均降雨強度は，降雨データより降雨連続波形を求めてから算出し

た。連続波形は，二つの連続した記録時刻の中心時刻に対して，それらの時刻間の降雨量が
0.5mmとなる降雨強度をプロットして直線で結合することにより求めた。

図 3 算出したピーク流出係数
Estimated peak runoff coefficients

図 3 に，算出したピーク流出係数を示す。こ
れらのデータから算出したマルチ敷設前のピー
ク流出係数の平均値は 0.068，敷設後は 0.23であ
る。すなわち，ピーク流出量がマルチ敷設によ
り約 3.5倍に増大したことになる。
ここで算出したピーク流出係数は，一般的な値

よりも，かなり小さい。この原因として，流域が
小さく洪水到達時間が短いことが考えられる。
しかし，圃場面の不陸やマルチの端に固定する
パイプなどによる窪地貯留量が比較的大きく，
また，樹が密に植えられており樹冠遮断量も比
較的大きいことなどの影響も考えられるため，
これらについてさらに検討する予定である。
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